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間もなく新しい年がやってきます。年末年始は、箱置、お正月、七草など行事がたくさんあります。おせち料理

の食べすぎや、夜更かしをして、生活のリズムを崩さないよう気をつけましょう。特に、受験生は本番に向けて「朝

型生活」に切りかえると良いでしょう。

また、充実した1年を送るには、健康でいることが大切です。「食べること」はからだづくりの基本であると同時に、

一生続く楽しみでもあり、人と人との絆を深める手段にもなります。給食室では、新年も子ともたちのために、安全

でおいしい給食を提供し、日本の食文化を次世代につないでいく一助となるよう努力してまいります。

会商学校給食週間
1月248－3（〕8

明治22年当時の献立は

おにぎり、焼き鮭、

漬け物でした。

1月24～30日までの1週間は「全国学校給食

週間」です。学校給食は、明治22年に山形県鶴

岡町（現在は鶴岡市）の小学校で、貧しくて弁当　　と鞄

を持ってこられない子ともたらのために食事を出したのか始まりとされていま

す。それから全国へと広まり、昭和の初めごろには栄養失絢や体の弱い手とも

たらのために、栄善を考えた学校給食が出されるようになりました。戦争のた

めに一時中断されましたが、戦後、食料難による栄養状態の悪化などを背景に、

ユニセフなどからの援助物資を受けて、再開されました。これを記念して1月

24日を「給食記念日」とし、30日までの1週間を給食週間としています。

戦後、学校給食は学校で行う教育の1つに位置つけられました。当時は、子

ともたらを飢えから救うのか主な目的でしたが、現在では、偏食や肥満などの

生活習慣病を防ぐことや、健康の維持・増進だけ　　　　　墾きた救梢

でなく、将来、健康的で望ましい食生活を送るための手

本となり、食を選択する力、感謝の心、地域の食材や郷

土食など、食文化の伝統について学ぶ“生きた教材”と

しての役割も担っています。

撫蠣鼻糞を蠣弓r七雷がゆJ

七草とは、1月7日の朝に書の七草を入れた
おかゆを食べて1年の健康を祈る風習です。

春の七草とは
「せり、なずな、こぎょう、はこべら、ほとけ

のさ、すずな（かぶ）、すずしろ（だいこん）」
のことです。

「七草がゆ」で正月のごちそうで疲れた胃を

いたわったり、緑が少ない冬の栄養源としてビ
タミンやミネラルを補給しましょう。
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冬に旅行する

ノロウイルスに

よる食中毒や感

染滝山感染すると、吐き気や

嘔吐、腹痛、ド痢を起こし

ます（，ノロウイルスは非常に

感染力が強く、お年寄りや小さいお子さんでは覗症

化することがあるので、感染を拡大させないために、

予防対鴇をしっかり行うことが大切です。

◎麟環や儀雷の轟l、

の嬢I己は必ず響き銑う。

㊥カキなどの＝救員は中胎　ノ雪、夢

鐸嚢で加熱ずる　く85－

90℃で90鯵は上）。

⑧鱒鎗義の嶋l土疇鴬と艦頭

環する■紋、償い糟ての

苧犠・マスク・エフ【ココ／鑑

i　奮円し、指輪された鴨や

‡耶柑舶用義する。
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